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勤
怠
管
理
の
主
流
は
、
ま
だ
タ
イ
ム
カ
ー
ド
方
式
だ

と
い
う
。
し
か
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
管
理
で
き
な
い

▽
入
力
コ
ス
ト
が
か
か
る
▽
不
正
が
起
き
や
す
い—

—

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
。

　

エ
イ
・
ア
イ
・
エ
ス
に
よ
る
と
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
で

月
額
数
百
万
円
か
か
る
コ
ス
ト
は
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
２
万
円
程
度
に
お
さ
え
ら
れ
る
と

い
う
。
同
社
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ち
ゃ
っ

か
り
勤
太
く
ん
」
は
、
１
人
の
初
期
費
用
が
１
２
６
０

円
、
月
額
２
１
０
円
と
業
界
最
安
ク
ラ
ス
で
、
デ
ー
タ

の
集
計
、
確
認
、
入
力
な
ど
の
煩
雑
な
業
務
が
軽
減
さ

れ
る
。
同
社
内
で
も
使
っ
て
お
り
、「
と
に
か
く
担
当

者
が
楽
に
な
っ
た
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

派
遣
業
界
か
ら
も
問
い
合
わ
せ

　

同
社
で
は
７
、８
年
前
に
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
研
究

を
始
め
、
05
年
４
月
、
正
式
に
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ラ
オ
ケ
店
や
飲
食
チ

ェ
ー
ン
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
く
の

拠
点
を
持
つ
企
業
が
導
入
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
導
入
は
中
小
企
業
が
主
だ
っ
た
が
、
中
堅

か
ら
大
手
企
業
も
増
え
て
お
り
、
人
材
派
遣
会
社
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
と
い
う
。
派
遣
業
界
は
就
業
期

間
が
多
様
で
、
勤
務
状
況
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

勤怠管理のＩＴツール決定版
注目の「ちゃっかり勤太くん」

　勤怠管理にＩＴ化の波が押し寄せている。接触型ＩＣカード技術Ｆｅｌｉ
Ｃａ（フェリカ）、指紋や静脈認証など、最新の技術を利用したＡＳＰサー
ビスを導入する企業が増えつつある。業務の効率化とともに、働く側の不正
を防ぎ、雇用側の法令順守を示すニーズが高まっている。ＡＳＰ勤怠管理シ
ステムを提供するエイ・アイ・エスには、国内だけでなく、韓国からも問い
合わせが相次いでいる。　　　　　　　　　　　　　（リポート・岡　礼子）

とるす入導を...はで業作グロナアのでままい ！

1 タイムカード

2 各店から郵送個別集計

3 各店とFAX・TELで確認

4 照合作業

5 Excel へデータ入力

1 タイムカード

各店とFAX・

照合作業

2 Excel へデータ入力

今までの勤務管理方法では、
時間がかかってたいへんでした

短時間で簡単・正確な勤務管理を実現し、
各社給与ソフトとの連携も抜群です

フェリカ
携帯電話
直接入力

指紋認証
静脈認証
タッチパネル

選べる入力方法！

Excelへの
データの移行も
ワンクリック！
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に
な
り
や
す
い
。

　

勤
怠
管
理
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
も
求
め
ら
れ
る
。
同

社
で
は
「
シ
ス
テ
ム
化
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
業
界
の

関
心
も
高
い
の
で
は
な
い
か
」
と
注
目
す
る
。

　

日
雇
い
派
遣
の
天
引
き
問
題
、
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

の
残
業
代
訴
訟
な
ど
、「
企
業
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
追
い
風
に
し
た
い
」

と
期
待
す
る
。

　

同
社
の
強
み
は
、
シ
ス
テ
ム
を
独
自
開
発
す
る
技
術

力
。
新
し
い
技
術
と
顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、「
拡
張
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
」
を
目
指
し

て
き
た
。
多
様
な
本
人
認
証
シ
ス
テ
ム
も
そ
の
一
つ
で
、

こ
れ
ま
で
最
新
だ
っ
た
「
指
紋
認
証
」
に
は
抵
抗
感
が

強
く
、
読
み
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
よ
り
エ

ラ
ー
の
少
な
い
方
法
と
し
て
「
静
脈
認
証
」
を
取
り
入

れ
た
。

　

24
時
間
稼
動
、
早
朝
や
深
夜
の
営
業
、
シ
フ
ト
制
や

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
勤
務
形
態
に

対
応
す
る
工
夫
も
し
た
。
南
雲
一
幸
執
行
役
員
は

「
１
０
０
社
１
０
０
様
の
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
い
。

法
制
度
の
変
更
に
も
、
特
殊
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き

る
汎
用
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
」
と
話
す
。

労
使
の
不
信
感
を
払
拭

　

こ
れ
ま
で
の
勤
怠
デ
ー
タ
に
は
、
雇
用
者
側
、
従
業

員
側
の
双
方
か
ら
、
根
強
い
不
信
感
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
店
員
が
い
る
時
間
に
店
の
電
話
に
誰
も
出

な
か
っ
た
場
合
、
雇
用
者
は
「
出
勤
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
疑
う
。
特
に
技
術
者
や
夜
間
の
接
客
業

な
ど
、
時
給
が
高
い
職
種
の
場
合
、
短
時
間
の
不
正
で

も
積
み
重
な
る
と
大
き
な
問
題
に
な
る
。

　

一
方
、
働
く
側
に
も
会
社
に
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
正
当
に
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
信
感
が
沸
く
。
南
雲
氏
は
「
接
客
中

な
ど
、
正
当
な
理
由
が
あ
っ
て
電
話
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
互
い
に
不
信
を
抱
く
の
は
、

双
方
の
た
め
に
な
ら
な
い
」
と
話
す
。

　

働
く
側
に
と
っ
て
、
勤
怠
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｓ
Ｐ
で
管
理

す
る
こ
と
は
、「
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
デ
ー
タ
を
第

三
者
が
見
て
い
る
」「
働
い
た
分
を
給
与
と
し
て
き
ち

ん
と
も
ら
え
る
」
と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
る
。
勤
怠

デ
ー
タ
を
外
部
に
出
す
こ
と
へ
の
抵
抗
感
は
減
っ
て
き

た
と
い
う
。

　

同
社
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
「
ち
ゃ
っ
か
り

　1983 年設立。資本金 2000 万円、従業員数 51 人（2006 年５月
10 日現在）。業務に特化したシステム構築に伴う企画、提案、コン
サルテーション、教育、パッケージの導入販売、システム開発・
運用までのソリューションをサービスする。酒類販売業向け、海運・
物流業向けなど、業界に特化したシステムを提供している。

東日本第一営業部責任者
南雲　一幸　氏

シ
リ
ー
ズ
」
は
１
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
Ａ
Ｓ
Ｐ
・
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」

が
主
催
す
る
「
Ａ
Ｓ
Ｐ
・
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ　

ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
７
／
２
０
０
８
」
で
、

ラ
イ
セ
ン
ス
数
の
伸
び
率
が
最
も
高
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス

に
贈
ら
れ
る
「
ベ
ス
ト
ブ
レ
イ
ク
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

南
雲
氏
は
「
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
に
貢
献
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
引
き
出
さ
れ
た
。

受
賞
に
恥
じ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く
」
と
心
意
気

を
語
る
。

http://www.a-i-s.co.jp/_src/products/kinta_HP/index.htm

企業概要�　場所：東京都文京区本郷 2-15-13
　　　　　　　　　　　お茶の水ウィングビル９Ｆ
　　　　　社長：大浦　博
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